
Smart City Takeshiba 実行計画（東京都港区）

地域の様々な独自データを収集・連携し、3D都市モデル（バーチャル竹芝）での
シミュレーションや、「交通（MaaS）」、「防災」など複数分野のサービス展開モデル
を構築することで、市民参加型まちづくりによる地域課題解決の実現を目指す。

●地域防災指標：
バーチャル竹芝の避難シミュレーションの活用実例(訓練) 年2件
竹芝エリアマネジメントLINE ユーザー認知度 70% など

●交通(MaaS)：
モビリティ連携数 5件、サービス連携施設数 6施設 など

目標

取組概要

体制

将来像

スケジュール

［正会員］
〇港区
〇(一社)竹芝エリアマネジメント
〇(一社)竹芝タウンデザイン(JR)
〇東京都立芝商業高校

※赤字がスマートシティ検討WGに参加する会員

竹芝Marine-Gateway Minato協議会
会長：港区芝地区総合支所

（事務局：一般社団法人竹芝エリアマネジメント）

公共空間活用
検討WG

竹芝地区PR
検討WG

島しょ振興
検討WG

文化芸術
検討WG

スマートシティ
検討WG

［準会員］（語順）
〇㈱アルベログランデ
〇鹿島建設（株）
〇(一社)CiP協議会
〇ソフトバンク㈱
〇竹芝地区まちづくり協議会

〇東海汽船㈱
○東急不動産㈱
〇東京ガス㈱
○（一社)東京諸島

観光連盟

〇(一社)東京諸島観光連盟
小笠原村観光局

〇㈱東京テレポートセンター
〇東京都島しょ振興公社
〇東京都島嶼町村一部事務組合

検討主体

2021年度
・都市OS運用開始
・バーチャル竹芝の更新、
シミュレーション機能の追加
・エリア内の新たなモビリティの
導入に向けた実証実験

2022年度
・一時避難施設からの一斉
帰宅時の混雑シミュレーション
の地区内訓練での実装
・舟運モビリティと陸運モビリティ
によるMaaSサービスの開発

・自治体向け情報統合UI開発
と来街者への効果的な発信
検証

2023~
2024年度

・高潮発生時の混雑シミュレーショ
ンの地区内訓練での実装、サイ
ネージ等での情報発信の実施
・都市開発シミュレーションの開発

2025年度以降

・将来の
都市開発シミュレーションの
実装

竹芝地区内に設置したセンサー等の都市OSから収集されるエリ
ア独自のデータを取り込み、3D都市モデルで人流シミュレーション
等が可能なバーチャル竹芝や、エリアマネジメント公式LINEと連
携した交通(MaaS)・ソフト防災サービスを整備することで、地域
活動や合意形成のツールとしてまちづくり活動に活用。

バーチャル竹芝やエリア独自のデータを連携・利活用した
複数分野のサービスを展開し、市民参加型まちづくりを実現

エリア独自のデータを
整備・連携

交通(MaaS)・防災
サービス等に活用

回遊性データを取得し、
集客施設のサービスと

組み合わせる

竹芝エリア
マネジメント
公式LINE

都市OS

現実の竹芝 バーチャル竹芝

シミュレーション結果を
竹芝地区のまちづくりに反映

（防災・都市開発等）
デジタルエリア
マネジメント


